離島の振興を促進するための広島市における産業の振興に関する計画

平成３１年３月２０日作成

広島県広島市
１．計画策定の趣旨
広島市は、広島県の西部に位置し、人口119万人を有する中国地方最大の都市でありながら、周囲を中国山地の緑豊かな山々や丘陵に囲まれ、南には風光明媚な瀬戸内海が開けた豊かな自然環境に恵まれた都市である。
その中で、似島は唯一の離島振興対策実施地域であり、平成27年国勢調査によると人口は790人と、平成22年国勢調査919人と比較して約14％減少しているとともに、生産年齢人口比率38.6％は広島市平均61.2%に比較して22.6ポイント低く、高齢化率は51.8%であり、広島市平均23.4%と比較して、28.4ポイント高く、人口減少、少子高齢化が加速的に進んでいる。
似島の産業構造は、平成27年国勢調査によると産業別就業者の構成について、第1次産業21.3％、第2次産業8.6％、第3次産業62.4％となっているが、平成26年度に似島で唯一の家電小売店及び食堂が廃業するなど、サービス業の撤退や地域経済の衰退が顕在化しつつある。
また、島内の産業、就労の場等が限られることから、多くの就業者が、フェリー等（平日の運航は往復21便/日）により本土へ通勤している。
こういった状況に対応するため、似島地域振興計画を踏まえつつ、当該地域の産業及び地域の活性化を図るため、本計画を策定する。
○参考資料
・似島の人口の推移（単位：人）

	区　分
	平成7年
	平成12年
	平成17年
	平成22年
	平成27年

	総人口
(広島市全域)
	1,425
(1,117,117)
	1,248
(1,126,239)
	1,089
(1,154,391)
	919
(1,173,843)
	790
(1,194,034)

	年少人口
（広島市全域）
	167
(185,369)
	156
(172,967)
	140
(169,133)
	95
(167,793)
	76
(166,427)

	
	11.7%
(16.6%)
	12.5%
(15.4%)
	12.9%
(14.7%)
	10.3%
(14.3%)
	9.6%
(13.9%)

	生産年齢人口
（広島市全域）
	902
(795,957)
	697
(791,617)
	532
(780,767)
	408
(755,983)
	305
(730,388)

	
	63.3%
(71.3%)
	55.8%
(70.3%)
	48.9%
(67.6％)
	44.4%
(64.4%)
	38.6%
(61.2%)

	高齢者人口
（広島市全域）
	356
(185,369)
	395
(160,181)
	417
(194,598)
	416
(231,145)
	409
(279,311)

	
	25.0%

(12.0%)
	31.7%

(14.2%)
	38.3%

(16.9%)
	45.3%

(19.7%)
	51.8%

(23.4%)


資料：国勢調査(平成7年の広島市全域は湯来町含む。)
・似島の産業別就業人口の推移（単位：人）
	区　分
	平成7年
	平成12年
	平成17年
	平成22年
	平成27年

	第１次産業
	59
	51
	65
	47
	47

	
	10.9%
	12.0%
	19.1%
	17.7% 
	21.3% 

	第２次産業
	116
	75
	53
	33
	19

	
	21.5%
	17.6%
	15.5%
	12.4%
	8.6%

	第３次産業
	364
	296
	222
	166
	138

	
	67.4%
	69.5%
	65.1%
	62.4%
	62.4%

	分類不能
	1
	4
	1
	20
	17

	
	0.19%
	0.9%
	0.3%
	7.5%
	7.7%

	合計
	540
	426
	341
	266
	221


資料：国勢調査
２．計画の対象とする地区

本計画の対象とする地区は、離島振興対策実施地域である似島とする。

３．計画期間

本計画の計画期間は、平成31年4月1日から平成36年3月31日までとする。
４．産業振興の基本的方針

(1)　似島の産業の現状
［農業］
年間を通じ温暖かつ比較的少雨の瀬戸内海式気候に属し、冬季も積雪がほとんどないことから、昭和35年頃からみかん栽培を活発に行っていた。しかし、その後、全国的なみかんの過剰生産により衰退しており、現在は、就業者の高齢化とともに自家消費のための栽培がほとんどとなっている。
［漁業］
底引き網・刺し網・一本釣り・タコツボ漁といった伝統的な漁法による水揚げがなされており、冬場の底引き網によるナマコ漁も盛んである。また、似島は、本土側の川から流れる淡水と海水とが混ざり合う海域に位置し、カキの生産に適した環境であることから、島の周りではカキ養殖が盛んに行われている。
［商工業］
製造業の事業所が無く、食料品や日用品を扱う小売業、福祉サービス、宿泊業など、第3次産業の就業者の割合が最も高くなっているが、就業者の多くは、本土に通勤している。
［宿泊業・観光関連産業］
瀬戸内海国立公園に位置し、市街地に近接する中にあって、安芸小富士や海岸線などの美しい自然環境だけでなく、戦争の遺構、日本におけるバウムクーヘンの発祥の地であることや、日本初のサッカー国際親善試合が開催されたことなど歴史的、文化的資源を有している。
島内の宿泊可能な施設については、民宿が1軒(8室)、貸し別荘1軒の他に、広島市が運営する似島臨海少年自然の家(宿泊棟3棟、バンガローテント10基)がある。
［情報サービス業］
通信量に制限のない高速度でのインターネットの利活用を可能とする超高速ブロードバンドが未整備である。
(2)　似島の産業振興を図るうえでの課題

［農業］
高齢化や市場価格の低迷などを受け、似島の主要な作物であったみかん栽培は衰退の一途をたどっており、これに伴い平成7年の国勢調査では14人いた農業就業者が平成27年国勢調査には、4人にまで減少している。また、近年ではイノシシによる農作物被害も深刻である。
［漁業］

似島の漁船漁業の主な漁場である広島湾北部においては、藻場・干潟等の消失に伴う自然の浄化能力の低下による底質の悪化や、水域の貧栄養化など、漁場環境が大きく変化し、主要な漁獲物であるナマコを含めた水産資源の状況が悪化している。また、カキ養殖において、近年、採苗不調があり、収獲量への影響が現れている。
さらに、資源状況の悪化に伴う漁獲量の減少、消費者の魚離れに伴う魚価の低迷、漁業資材の高騰などにより漁業経営は厳しい状況にあり、漁業者数は減少傾向であるとともに、高齢化が進んでいる。
・似島の漁業協同組合員数の推移(広島市調べ：3月末時点)
	区分
	平成25年度
	平成26年度
	平成27年度
	平成28年度
	平成29年度

	正組合員
	25
	25
	25
	24
	25

	准組合員
	8
	9
	7
	6
	4

	合計
	33
	34
	32
	30
	29


※正組合員：出漁日数が年間１００日以上、准組合員：出漁日数が年間１００日未満
［商工業〕
高度経済成長期における建設需要の高まりを背景に、一時期は島民の8割が砂利採取業に携わったといわれており、最盛期の昭和40年代には、150を越える鉱業(砕石業、砂利採取業等を含む。)の事業所があった。しかし、瀬戸内海の海砂利採取の全面禁止などを背景に事業所の多くが関東や九州などへの移転や廃業するなどしたため、現在、島内の事業所はなくなっている。
これに伴い、主要な産業の一つであった海運業も影響を受けており、平成18年の事業所・企業統計調査では43あった運輸業の事業所が、平成28年の経済センサスでは9にまで減少している。

また、平成27年の国勢調査によると、製造業やサービス業等に従事する人数は、157人となっているが、主だった産業が少ないことから、そのうち半数以上が本土に通勤している。
・似島運輸業事業所数の推移（単位：人）
	区分
	平成18年
	平成21年
	平成24年
	平成26年
	平成28年

	事業所数
(従業員数)
	43
(196)
	23
(89)
	13
(58)
	11
(43)
	9
(35)


資料：平成18年事業所・企業統計、平成21年～平成28年経済センサス
［観光〕

似島が持つ歴史的、文化的資源が十分に活用されているとは言えない状況にあり、平成25年度には主要な宿泊場所の一つであった民間宿泊施設(20室)が閉業している。
また、島内で最大の集客施設である似島臨海少年自然の家も少子化等の影響を受け、年間宿泊者数は、平成2年度の31,142人をピークに平成29年には12,130人へと約61%減少している。
・似島臨海少年自然の家宿泊者数推移（単位：人）(広島市調べ)
	年度
	平成2年度
	平成12年度
	平成22年度
	平成29年度

	宿泊者数
	31,142
	24,593
	15,315
	12,130


※宿泊者数には宿泊最終日滞在人数を含めていない。(2泊3日の場合、宿泊者数2人として計数)
５．産業の振興を図るため促進を図ろうとする業種
本計画における業種は、製造業、農林水産物等販売業、旅館業、情報サービス業等とする。

６．産業振興のために推進しようとする取組
似島の産業振興を図るため、製造業、農林水産物等販売業、旅館業、情報サービス業等の活性化に向けて、本市や広島県、関係団体が実施する施策は次のとおりである。
(1)　広島市
［共通］
・租税特別措置の活用の促進

・企業誘致の促進
［農業］
・農業用施設の維持管理等
・地域で取り組む有害鳥獣対策等の支援
・耕作放棄地再生・利用活動の支援

［水産業］
・広島かき採苗安定強化に向けた調査
・広島湾で獲れる代表的な魚介類のブランド化
・水産資源の維持増大のための種苗放流

［商工業］
・中山間地域・離島振興資金特別融資等の実施

・中小企業による雇用確保の支援
［観光業］
・似島臨海少年自然の家の有効活用の検討
・交流人口増加に向けたイベントの開催
［情報サービス業］
・超高速ブロードバンドの整備
(2)　広島県
・租税特別措置の活用の促進
・離島振興対策実施地域における事業税及び不動産取得税の課税免除
・設備投資，雇用促進，産業育成のための補助金

・産業振興のための人材育成
・人材育成・確保に向けての取り組み
・研究・技術開発支援の取り組み
・その他円滑な企業立地及び事業高度化のための事業環境の整備
(3)　公益財団法人広島市産業振興センター
・里山・離島活性化支援アドバイザー派遣
・窓口相談
・新成長ビジネス事業化支援
・ものづくり販路開拓支援
・創業・ベンチャー支援

(4)　公益財団法人広島市農林水産振興センター
・カキ養殖指導事業
・種苗生産

７．計画の目標

計画の目標値は下記のとおりとする。
(計画目標値)
設備投資件数　　　　4件

新規雇用者数　　　　8人

・内訳
	業種
	設備投資件数（件）
	新規雇用者数（人）

	旅館業
	1
	5

	農林水産物等販売業
	1
	1

	製造業
	1
	1

	情報サービス業等
	1
	1


3

